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１. はじめに 

 

 2019 年に成立した PACTE 法（ le Plan d'Action pour la Croissance et la 

Transformation des Entreprises 企業の成長・変革のための行動計画）に基づき、フランス

で順次新法が施行されている。 

 

 同法は、特に中小企業の成長、経営革新、又は雇用促進などを目的とする。この目的を実現す

るために、会社法、外資規制、労働法、さらには知的財産権といった広範な法域において様々な

法改正が予定されている。知的財産に関しては、欧州や他国の基準・制度に近づけるための改正

が多い。 

 

 近年、コストと時間を要する欧州出願を回避して、市場規模が大きく、かつ権利行使しやすい

ドイツへの出願が増加する傾向が見られる。今回の PACTE法可決を受けて、中長期的な観点で、

フランス出願への注目が集まる可能性がある。 

 

 以下、施行済の主な法改正を紹介する。 

（各リンク：フランス工業所有権庁（INPI）HP の関連記事、フランス語のみ） 

  

 

 

【全３頁】 

 

 

 

 



２ 

 

 


